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埼
玉
県
山
岳
連
盟
が
創
立
さ
れ
て
、
五
十
年
が
過
ぎ
去

っ
た
。

私
達
は
次
の
時
代

へ
の
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
昨
年
、
記
念

の
式
典
を
開
催
し
、
多
く
の
方
々
に
お
い
で
頂
い
た
。

そ
の
中
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
ナ
ン

ガ
パ
ル
パ
ッ
ド
に
本
年
七
月
登
山
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。

私
自
身
、
総
隊
長
と
し
て
名
を
連
ね
さ
せ
て
頂
き
、
隊
員
に

は
ぜ
ひ
登
頂
を
果
た
し
て
貰
い
た
い
と
念
じ
て
い
た
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
古
い
山
仲
間
、
小
澤
直
宏
副
隊
長
が
、

６
２
０
０

ｍ
の
地
点
で
行
方
不
明
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

頂
上
が
踏
め
る
、
踏
め
な
か
っ
た
と
い
う
結
果
よ
り
も
、
全

員
無
事
に
帰

っ
て
来
て
欲
し
か
っ
た
。
そ
れ
が
果
せ
な
か
っ
た

こ
と
が
無
念
で
あ
る
。

い
ず
れ
詳
し
い
報
告
は
さ
せ
て
頂
く
が
総
隊
長
と
し
て
こ
の

よ
う
な
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
に
、
御
家
族
を
初
め
関
係
す
る

全
て
の
方
々
に
お
詫
び
を
申
し
上
げ
た
い
。

そ
の
中
で
第
六
十

一
回
国
民
体
育
大
会
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技

会
で
少
年
女
子
が
二
位
と
な
っ
て
く
れ
た
。

小
澤
さ
ん
が
い
た
ら
、
あ
の
優
し
い
笑
顔
で
喜
ん
で
く
れ
た

だ
ろ
う
。
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関 係 各 位 様

平成 18年 8月 29日

埼 玉 県 山 岳 連 盟

会 長  田 中 文 男

埼玉2006ナ ンガパルバ ット登山隊事故報告について

「埼玉2006ナ ンガパルバ ット登山隊」派遣につきましては、格別のご協力、ご

支援を賜 り厚 くお礼申し上げます。

さて、新聞紙上等の報道によって、すでにご承知のことと存 じますが、登山隊は

隊員の転落、行方不明というアクシデ ントに見舞われ、登攀活動を中断。ただちに

救助活動に全力を注いで参 りましたが発見に至 らず、やむなく去る 8月 22日 、全

員が帰国致 しました。

簡単に経過をご報告致 します と、現地時間 7月 28日 午後 4時 40分 頃、ナンガ
パルバット西壁ノーマルルー トで登攀活動中の小澤直宏副隊長が C2(第 2キ ャン

プ :6100m)か らC3(6800m)へ の荷上げを終え、 C3か らの下降中、 C2の 上部
・ 約6200m付 近より転落、行方不明とな りました。

事故は日本の留守本部に報告されると共に、現地では全隊員をはじめ多数のハイ

ポーター等を救助活動に投入。さらにヘリコプターを 2機チャーターし、 2日 間に

渡って上空か らの捜索、救助活動を行いました。しかし残念なが ら発見に至 らず、

総隊長である田中会長の指示により事故から 8日 目の 8月 4日 、捜索活動は中断致

しました。 8月 5日 、ご家族と共に田中会長も現地入 りし、これまでの経過と今後

の対応について話 し合って参 りました。

現地では日本大使館、地元警察等、多くの方々のご協力が得 られ、お陰様で差 し

当たっての必要書類等も受理することができました。また、登山隊は現地での残務

処理等の諸活動を終え、先に申し上げましたように 8月 22日 に帰国致 しました。

多くの方々に、大変 ご心配をおかけ致 しましたこと深 くお詫びすると共に、今後

ともよろしくお願い申し上げます。

なお、過 日、埼玉県山岳連盟内に事故対策委員会を設置、今後の様々な問題に対

応 していくこととな りました。引き続き皆様方のご支援、ご協力、ご理解を賜 りた

く重ねてお願い申し上げます。
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埼玉2006ナ ンガパルバット登山隊 事故 (仮)報告
1.登山隊の組織

【登山隊の名称】 埼玉2006ナ ンガパルバット登山隊
【主催】    埼玉県山岳連盟
【隊の構成】  登山隊総隊長  田中文男

登山隊長    福田靖
副登山隊長   小澤直宏
登攀隊長・総務 天野賢一
渉外・会計   烏辰克
装備・記録   石橋修
食糧 。会計   藤井大輔

【登山隊事務局】 加藤富之                                  .

2.登山隊行動記録

(1)日本出発から登山活動までの概要

登山隊本隊 (5名 )は 7月 5日 に日本を出発し、当日夜遅くイスラマバードに到着。翌日より、イスラマバー

ドでの準備活動を開始した。

まずは現地エージェントである日パ旅行社を訪ね、打合せ。その後2日 間に渡って、観光省ブリーフィング、

ヘリコプタープリーフィング等、諸手続。また装備、食糧、医療品の点検、そして不足品の購入とパッキングを

行った。イスラマバードは40度近い猛暑で隊員全員の疲労と消耗が激しく、ハードな準備活動となった。

イスラマバードからチラスヘは7月 8日 早朝に出発。コースター 2台にてカラコルムハイウェーを走り、

19:55チ ラス到着。約 15時間に及ぶ車の移動に全員疲労の色が濃い。加えてチラスは40度を超える酷暑で、夜

間もドライヤーのような熱風が吹き付ける厳しい環境。そのため体調を崩す隊員が出始める。チラスには灯油 。

野菜等の生鮮食料品の買い出しのため翌日も滞在し、′7月 10日 早朝にいよいよキャラバンに向けチラスを出発。

コースターから途中ジープに乗り換え、ハラレ橋到着。ハラレ橋を■00出発。キャラバンー日目の宿泊地メス

ナースクール (アッパルジェル村)には15:15到着。あまりの暑さに、予定では6時間の行程に8時間以上か

かってしまった。

キャラバンニ日目 (7月 11日 )は歩行時間 7時間ほどで、クッドガリ (夏村 :近隣の村人が放牧のため夏の

間だけ使用する村)の草原に到着。快適なキャンプサイトであった。キャラバン三日目 (7月 12日 )は景色や

花を眺めながらゆっくり歩き、昼前にBC(4200m)到着。ここまで来るとさすがに涼しく、あまり深刻な高

度障害もなかったが、下界で蓄積した疲労のためか、それとも食事のせいか、発熱や下痢などで寝込む者もいた。

7月 13日 ～15日の3日間は装備、食糧の点検、仕分けなどを行い (ハイポーターはClへの荷上げ開始)、

不足品や紛失した物などを日パヘ連絡。後発隊・トレッキング隊と一緒に荷上げしてもらうよう手配する。なお

後発隊 (1名)及びトレッキング隊 (5名 )は 7月 14日に日本を出発。同日夜遅くにイスラマバードに到着。

翌日には予定通リイスラマバードを出発し、チラスに到着した。

本隊は7月 16日から登山活動を始め、まずは日帰りでのCl(5000m)への荷上げを主に行う。並行して、

事前の高度順応を行うはずだつたガナロピーク (5867m)のルート偵察を2回おこなったが、ルートが見いだ

せず、ガナロピークは断念。 7月 18日、後発隊 (1名 )。 トレッキング隊 (4名 )がベースキャンプ到着。 ト
レッキング隊はBCに 1日滞在した後、 7月 20日下山。

7月 19日以降は6名での登山活動に入り、7月 21日 からは3人ずつ 2パーティ (A/ヽ―ティ=福田、天野、
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藤井。Bパーティ=小澤、烏、石橋)に分かれて、Clへの宿泊、キンスホッファークーロアールの試登 (中間
まで)を行い 幌パーティは7/21～ 22、 Bパーティは7/22～23)それぞれBCへ下山。
(2)事故発生までの行動記録

7月 24日 からAパーティはCl入 り。翌25日 、鷲ノ巣岩壁 (通称 :鷹ノ巣岩壁)を登りC2(6100m)に
入り宿泊。26日 はC2でステイ。27日 早朝C2を出発し、C3(6800m)を建設後C2へ下山。事故当日 (28
日)は C2で、C3に向かうBパーティを見送った後BCへ下山する。
Bパーティヤ&ヘパーティから1日 遅らせてClに入り (25日 )、 以後その間隔を保ち行動。26日 にC2入 り、
27日 C2ステイ、28日 C3への荷上げ、と推移した。
7月 28日 、Bパーティは6:30に C2を出発。下部の岩稜帯から上部氷雪壁までほぼ問題なく登り12:30～
12:50にかけて各々C3到着。荷上げした装備をテントに収納した後、14:30下降開始。この頃から天候は急激
に悪化。雷が鳴り、アラレが激しく降り始める。上部の雪壁を通過し、下部の岩稜帯に入る頃から天気は回復し

始める。岩稜帯に入り数ピッチ下ったところで先頭の石橋隊員が休憩 (約6200m付近)。 10分程休んだところ

で (16:40)、 上部から2番目を下山中だった小澤副隊長が転落してきたのを目撃。山側を向いて休憩中だった

石橋隊員の右側を落ちていき、鷲ノ巣岩壁側から尾根を隔てた本峰側の谷へ転落・行方不明となった。

石橋隊員はただちにBCへ無線交信。BCからは、自分の居た箇所のマーキング、すぐに下山しC2のハイポ
ーターに事故の件を伝え救助体制を整えるよう指示。石橋隊員は18:00前にC2到着。ハイポーター (2名 )
に事故を説明。鳥隊員は18:30、 C2到着。その後ハイポーター及び隊員でC2か ら可能な限りの範囲を捜索す
るが、本人または手がかりとなるものは発見できなかった。

(3)事故後の捜索状況

7月 28日 16:40、 Bパーティの石橋隊員より事故の第一報がBCに無線連絡で入る。ただちに現場の隊員に
救助 。捜索体制の整備を指示。その後、日パトラベルにヘリコプター要請を依頼。

また日本の登山隊事務所へ第一報を入れる。日本の田中総隊長からは登山活動をただちに中止し、捜索に専念

するように。ただし2次遭難だけは起こさないように、との指示を受ける。

夜間は無線を開放し、斜面上にヘッドランプの明かりが見えないかを捜すが、何も見つけることができなかっ

た。                       ″

翌 7月 29日早朝、捜索のためチャーターしたヘリコプター 2機が到着。パイロットとの打合せ後、福田隊長、

天野隊員が 1機ずつに分乗し、現場上空から約35分間にわたって捜索。藤井隊員、ハイポーター 1名はClま
で捜索に登る。C2では石橋隊員、ハイポーター 2名で事故現場の捜素に向かい、現場付近の捜索と調査を行う
が何も発見出来なかった。ただし転落方向の特定はでき、昨日の方向で間違いないことを確認。C2の隊員 2名、
ハイポーター 2名は30日 にBCまで下山した。

翌日からは連日可能な限りのルートから捜索活動を続行。さらに現地村人やポーターも雇用し、あらゆる方向

から現場付近の捜索を行った。8月 1日 には再度ヘリコプター 2機をチャーターし、リエゾンオフィサーと天野

隊員が 1機ずつに分乗し上空から捜索。かなりの低空で捜索したが手がかりとなる物は発見できなかった。

事故から8日 目の8月 4日 には再度Clまで登り、付近の捜索を行うが手がかりなく下山。同日夕方日本の登
山隊事務局・田中総隊長より衛星電話にて、捜索活動の断念とBC撤収の指示を受ける。これをもってひとまず

捜索活動を終了とし、 8月 5日 にBCの撤収準備。 8月 6日 、BCを撤収し下山を開始した。
(4)BC撤収以後の概要
8月 6日 、BCを撤収し、早朝福田隊長とリゾンオフィサーの2名は現地警察・行政各関係機関での諸手続き
のため先行して下山。6日 中にチラスまで下山した。本隊はメスナースクール (アッパリレジェル村)で 1泊の後、

8月 7日ハラレ橋を経由しチラスヘ下りた。

チラスのパノラマホテルでは先行して下山した福田隊長、リエゾンオフィサー。本隊4名、さらに日本を8月



(5)第 25号   埼 玉 岳 連 報   平成18年 10月 31日 発行

5日 に発った田中総隊長、小澤さんの奥様・ご長男、鈴木さん (海外登山委員)の 4名、全員が合流。ご家族に

は事故の状況等を説明、また今後の予定についても打合せをおこなった。

翌日は車でカラコルムハイウェーをギルギット方面へ向かい、ナンガパルバットのビューポイントを訪れる。

8月 9日 、チラスからイスラマバードヘ移動。8月 10日、田中総隊長、ご家族、鈴木さんは日本大使館へ挨拶

に伺い、帰国に間に合うよう作成していただいた必要書類を受け取った後、陸路ラホールヘ。深夜発のフライト

にてパキスタンを発ち、翌8月 11日 日本帰国。

登山隊はその後残務整理に追われながら、 1日 も早く帰国するためチケットの変更に努力したが、お盆休みの

影響で全くチケットがとれず、イスラマバードに足止め。二転三転どころか数え切れないほど状況の変転をくり

返し、8月 16日 にようやく8月 21日 深夜ラホール発のチケットに変更。8月 22日 、登山隊 5名、日本帰国と
‐

なった。

(文責 天野賢一 )

《ルート図及び事故現場付近図》
ナンガパルバット山頂 (8126m)
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軒「瀞

C2～C3間

C2から雪混じりの岩稜帯を登る.岩場の

最後の部分から右へ回り込むように細い

雪尾根状を辿ると氷雪壁となる。

大雪庇の左偏を目指して氷雪壁をほぼ直登

し、・大雷庇上のC3に至る。
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の
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庫
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勝
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玉
県
山
岳
連
盟
　
村
岡
正
巳

早
稲
田
実
業
の
ハ
ン
カ
チ
王
子

（斉
藤
祐
希
投
手
）
が
登
場
す
る
高
砂
市
球
場
で

は
、
７
０
０
０
人
の
観
客
が
押
し
寄
せ
た
そ
う
で
あ
る
。
「汗
」
と

「涙
」
が
ス
ポ
ー

ツ
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
が
、
今
年
は

「青
い
ハ
ン
カ
チ
」
が
そ
れ
に
加
わ
っ
た
？

こ
れ
は
、
そ
の
高
砂
市
球
場
か
ら
約
５
０
ｋ
ｍ
離
れ
た
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
記

念
ホ
ー
ル
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に

「汗
」
と

「涙
」
を
流
し
た
少
女
の
物
語
で
あ
る
。

今
回
の
山
岳
競
技
は
、
都
市
開
催
で
ア
プ
ロ
ー
チ
の
面
で
は
最
高
。
特
に
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
は
、
関
東
で
い
う
と
お
台
場
で
や
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
。
１
０
月
３
日
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
決
勝
の
話
を
し
よ
う
。
競
技
会
場
に
は
、
客
席
が
囲
む
ア
リ
ー
ナ
の
中

央
に
赤
い
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
引
か
れ
、
そ
の
上
に
４
×
１
５
ｍ
の
壁
が
４
面
そ
そ
り
立

っ
て
い
る
。
嫌
が
上
で
も
闘
志
の
湧
く
よ
う
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

８
‥
４
０
分
、
そ
の
赤
い
カ
ー
ペ
ツ
ト
の
上
で
オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
。

ま
だ
、
観
客
も
ま
ば
ら
な
会
場
に
音
響
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
だ
け
が
鳴
り
響
く
。
ル
ー
ト
を
体

の
記
憶
と
し
て
取
り
込
ん
で
い
る
彼
女
た
ち
に
は
、
そ
の
音
楽
さ
え
耳
に
入
ら
な
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で
あ
ろ
う
。

少
女
決
勝
の
壁
は
下
部

一
１
０
。
、
上
部
＋
１
３
０
。
以
上
と
い
っ
た
傾
斜
で
、

傾
斜
が
強
く
な
る
９
ｍ
ま
で
は
壁
の
中
央
を
ス
ト
レ
ニ
ュ
ア
ス
だ
が
左
右
に
小
さ
く

振
る
ル
ー
ト
が
続
く
。
傾
斜
が
増
す
手
前
に
最
初
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核
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あ
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ス
ロ
ー
パ
ー
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の
ホ
ー
ル
ド
か
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左
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ハ
イ
ス
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ツ
プ
気
味
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決
め
、
左
手
で
遠
い
ホ
ー
ル
ド
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取
り
に
行
く
。

そ
し
て
右
に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
傾
斜
の
強
い
上
部
に
入
る
。
上
部
は
、
大
き
く
左
右

に
ト
ラ
バ
ー
ス
を
繰
り
返
す
ル
ー
ト
。
ホ
ー
ル
ド
は
ガ
バ
、
持
久
系
の
ル
ー
ト
に
感

じ
る
。
手
数
は
４
５
～
４
６
手
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
見
た
感
じ
は
５
　
１
２
ａ
？

さ
て
埼
玉
は
、
予
選
２
位
で
あ
っ
た
た
め
決
勝
は
７
番
目
の
登
場
。
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
落
合
、
門
間
が
緊
張
気
味
に
登
場
。
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
。
左
を
落
合
、
右

を
門
間
が
登
る
。
落
合
は
、
手
順
を
確
か
め
る
よ
う
に
手
を
数
手
動
か
し
て
か
ら
壁

に
取
り
付
い
た
。
門
間
は
、
終
了
点
を
確
認
す
る
か
の
よ
う
に
遠
く
を
見
つ
め
大
き

く
深
呼
吸
し
登
り
始
め
た
。
２
人
と
も
順
調
に
高
度
を
稼
ぐ
。
埼
玉
応
援
団
の
誰
も

が
門
間
は
大
丈
夫
と
い
う
思
い
か
ら
か
、
必
然
と
声
援
は

「落
合
イ
ケ
～
―
い
い
ぞ
、

落
ち
着
け

・
・
。
」
と
な
っ
て
い
た
。
背
の
低
い
落
合
に
は
下
部
の
ル
ー
ト
も
や
や

遠
い
ホ
ー
ル
ド
に
感
じ
る
だ
ろ
う
。
伸
び
き
る
ム
ー
プ
が
続
く
が
確
実
に
こ
な
し
て

い
る
。
最
初
の
核
心
に
た
ど
り
着
く
。

い
距
離
。
飛
び
つ
く
よ
う
に
ホ
ー
ル
ド
を
取
り
に
行
く
が
あ
と
数
ｃ
ｍ
で
フ
オ
ー
ル

と
な
る
。
ラ
ン
ナ
ー
ク
ラ
イ
マ
ー
は
殆
ど
こ
の
場
所
で
落
ち
て
い
る
の
で
、
役
目
は

十
分
果
し
た
と
言
え
る
。

さ
て
、
門
間
は
余
裕
の
ム
ー
プ
で
壁
の
中
を

一
人
旅
。
上
部
で
２
回
蛇
行
す
る
ト

ラ
バ
ー
ス
も
手
が
決
ま
れ
ば
問
題
な
い
よ
う
な
ル
ー
ト
で
確
実
に
ポ
イ
ン
ト
を
稼
ぎ

あ
っ
と
言
う
間
に
完
登
。
だ
が
、
最
後
の
千
葉
も
白
石
が
完
登
。
も
う
一
人
の
ポ
イ

ン
ト
が
１
手
高
か
っ
た
た
め
に
千
葉
が
１
位
、
埼
玉
２
位
と
な
る
。
惜
し
か
っ
た
が
、

本
番
で
持
て
る
力
を
出
し
切
り
素
晴
ら
し
い
結
果
に
終
わ
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。

選
手
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
最
後
に
落
合
の
涙
に
、
ス
ポ
ー
ツ
と

青
春
を
感
じ
た
オ
ジ
さ
ん
達
は
、
ル
ー
ト
が
も
う
少
し
難
し
け
れ
ば
門
間
の
み
の
、

完
登
で
埼
玉
が
１
位
だ
っ
た
と
自
分
た
ち
に
言
い
聞
か
せ
た
の
で
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
表
彰
式
は
長
か
っ
た

・
・
・

一元
少年女子 :落合選手

少年女子 :門間選手

【第
六
十

一
回
国
民
体
育
大
会
】

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
　
山
岳
競
技
会

競
技
別
結
果
　
速
報

少
年
女
子

‥
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
　
第
　
２
位

（落
合
、
門
間
）

少
年
女
子

‥
縦
　
　
走
　
　
　
第
１
３
位

（中
村
、
落
合
）

成
年
男
子

‥
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
　
第
２
９
位

（本
橋
、
島
村
）

成
年
男
子

‥
縦
　
　
走
　
　
　
第
　
９
位

（早
田
、
本
橋
）

埼
玉
県
山
岳
連
盟
　
選
手
強
化
委
員
会
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【パ
キ
ス
タ
ン
ム
ア
イ
ア
ミ
ー
ル
谷
】
　
　
　
　
　
　
・

ト
レ
ツ
キ
ン
グ
　
報
告

埼
玉
県
岳
連
創
立
５
０
周
年
記
念

ナ
ン
ガ
パ
ル
パ
ツ
ド
登
山
隊
Ｂ
Ｃ
往
復

２
０
０
６
年
７
月
１
４
日
～
７
月
２
４
日

Ｌ
小
澤
直
宏

（往
路
の
み
）
早
船
光
昭
　
芝
田
信
子

堀
江
伸
子
　
内
山
智
子
　
松
本
恵
子

（記
）

久
々
の
バ
カ
ン
ス
、
解
放
さ
れ
て
楽
し
ん
で
こ
よ
う
と
思
い
立

っ
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
の
治
安
に
つ
い
て
思
い
悩
ん
で
も
、
日
本
に
い
た
っ
て
絶
対

安
全
な
ん
て
あ
り
え
な
い
し
、
な
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
、
参
加
を
申
し

込
む
。
パ
キ
ス
タ
ン
、
ナ
ン
ガ
パ
ル
パ
ッ
ド
に
つ
い
て
は
、
良
く
知
ら
な

い
け
れ
ど
、
そ
し
て
調
べ
る
こ
と
も
し
な
い
ま
ま
出
発
、
と
な
っ
た
。

２
週
間
前
の
富
士
山
で
の
高
所
ト
レ
で
顔
な
じ
み
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー

と
成
田
で
集
合
し
て
、
よ
う
や
く
休
み
を
、
つ
く
る
の
に
忙
し
く
追
わ
れ

た
日
々
か
ら
解
き
放
た
れ
た
気
持
と
な
る
。
田
中
会
長
の
見
送
り
を
受
け

て
、
出
発
。

思
っ
て
い
た
以
上
に
窮
屈
な
フ
ラ
イ
ト
で
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
に
到
着
。

エ
ー
ジ
エ
ン
ト
の
出
迎
え
を
受
け
て
車
に
乗
り
込
む
。
ほ
と
ん
ど
が
日
本

車
だ
。
そ
し
て
豪
華
な
ホ
テ
ル
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
う
。
ゆ
っ
く
り
と

泊
ま
り
た
い
の
だ
が
、
翌
日
は
４
時
半
に
は
起
き
な
け
れ
ば
。
そ
し
て
翌

朝
ハ
イ
エ
ー
ス
で
長
い
ド
ラ
イ
プ
が
始
ま
る
。

７

月

１

５

日

カ
ラ
コ
ル
ム
ハ
イ
ウ
エ
イ
を
飛
ば
し
て
い
く
。
町
中
を
抜
け
る
と
、
日

本
の
高
原
の
よ
う
な
松
の
多
い
傾
斜
地
に
入
る
。
途
中
昨
年
の
地
震
の
影

響
で
壊
れ
や
建
物
を
多
く
見
る
。
中
国
語
で
救
援
と
書
か
れ
た
テ
ン
ト
も

あ
り
、
中
国
は
隣
国
で
あ
る
こ
と
を
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
の
カ
ラ
コ
ル
ム

ハ
イ
ウ
エ
イ
も
中
国
が
作
っ
た
よ
う
だ
。
傾
斜
地
に
作
ら
れ
た
段
々
畑
、

棚
田
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
。
や
が
て
イ
ン
ダ
ス
川
沿
い
に
走
る
。

氷
河
の
集
ま
り
で
茶
色
く
濁
っ
た
大
河
だ
。
谷
か
ら
流
れ
込
む
清
流
が
あ

る
と
こ
ろ
に
町
が
作
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
バ
ザ
ー
ル
に
は
恐
ろ
し
い
ほ

ど
の
人
が
、
そ
れ
も
男
の
人
ば
か
り
が
い
る
。
き
れ
い
に
並
べ
ら
れ
た
野

菜
、
果
物
を
買
い
た
か
っ
た
が
、
た
ぶ
ん
私
な
ん
か
が
で
し
や
ば

っ
て
も

迷
惑
を
か
け
る
だ
け
、
だ
ま
っ
て
眺
め
て
い
る
こ
と
に
す
る
。
疲
れ
て
い

る
は
ず
な
の
だ
が
、
見
る
も
の
見
る
も
の
が
お
も
し
ろ
く
て
、
眠
っ
て
い

ら
れ
な
い
。
対
岸
の
山
肌
に
続
い
て
い
る
道
が
ど
ん
な
ふ
う
に
繋
が
っ
て

い
る
か
？
、
あ
の
山
の
上
の
家
に
い
く
に
は
ど
う
や
っ
て
い
く
の
か
？

や
ぎ
を
つ
れ
た
子
供
の
家
は
ど
こ
な
の
か
？
関
係
な
い
け
ど
、
じ
っ
と
見

つ
め
て
し
ま
う
。
車
に
乗
っ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
食
事
、
お
茶
は
し
っ
か

り
と
と
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
食
べ
物
は
と
っ
て
も
お
い
し
い
。

お
茶
も
、
ご
は
ん
も
カ
レ
ト
も
、
全
部
お
気
に
入
り
。
夕
方
の
お
茶
が
す

ん
で
も
、
あ
と
２
０
０
キ
ロ
以
上
は
あ
る
よ
う
だ
。

な
に
せ
追
い
越
し
の
マ
ナ
ー
も
怖
け
れ
ば
、
道
路
自
体
も
怖
い
。
そ
れ

で
も
大
分
慣
れ
て
き
た
。
運
転
手
さ
ん
は
今
朝
５
時
か
ら
ず

っ
と
運
転
じ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
仕
事
と
は
言
え
大
変
な
も
の
だ
。
夜
９
時
頃
目
的
地

の
チ
ラ
ス
の
手
前
で
ゲ
ー
ト
が
あ
り
停
め
ら
れ
る
。
夜
は
安
全
の
為
、
交

互
通
行
ら
し
く
、
３
０
分
以
上
待
た
さ
れ
る
。
そ
の
間
、
降
る
よ
う
な
星

を
見
る
。
さ
そ
り
座
が
く
っ
き
り
と
南
の
空
に
あ
っ
た
。
ゲ
ー
ト
が
あ
い

て
パ
ト
カ
ー
の
先
導
で
広
い
道
ま
で
い
き
、
１
０
時
半
に
チ
ラ
ス
の
ホ
テ

ル
に
到
着
。
ひ
っ
そ
り
と
寝
静
ま
っ
て
い
る
の
か
と
思
え
ば
。
ま
だ
食
事

を
し
て
い
る
ト
レ
ッ
カ
ー
が
い
っ
ぱ
い
。
冷
風
扇
の
凄
い
の
が
あ
る
部
屋

だ

っ
た
。
快
適
に
眠
る
。

７

月

１

６

日

５
時
半
に
起
き
て
準
備
し
て
い
た
が
、
ど
う
や
ら
ポ
ー
タ
ー
の
都
合
が

つ
か
ず
に
、
９
時
半
の
出
発
と
な
る
よ
う
だ
。
早
船
さ
ん
が
イ
ン
ダ
ス
川

に
い
く
と
い
う
の
で

一
緒
に
で
か
け
る
。
ホ
テ
ル
を
で
る
と
物
珍
し
そ
う

に
見
ら
れ
る
。
川
に
向
か
う
小
道
に
は
い
る
と
子
供
た
ち
が

「
ヘ
ロ
ー
、

ビ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
！
」
と
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
集
ま
り
だ
す
。
戻
る
に
も
も
ど
れ

ず
、
こ
こ
ろ
を
決
め
て
早
船
さ
ん
を
追

っ
か
け
、
イ
ン
ダ
ス
川
の
水
に
ふ

れ
る
。
濁
っ
て
い
る
が
汚
さ
は
な
く
、
冷
た
い
。
砂
浜
が
で
き
て
い
た
。

見
せ
物
の
よ
う
な
状
態
だ

っ
た
が
、
写
真
を
と
る
か
ら
ど
い
て
と
い
う
と

素
直
に
ど
い
て
く
れ
た
。
ホ
テ
ル
に
戻
る
と
出
発
準
備
が
で
き
た
よ
う
で
、

出
発
。
途
中
ブ
ナ
ー
ル
で
ジ
ー
プ
に
乗
り
か
え
る
ら
し
い
。
ポ
ー
タ
ー
に

渡
す
た
め
に
、
少
し
荷
物
を
入
れ
換
え
た
り
大
事
な
瓶
を
包
ん
だ
り
し
た
。

計
量
に
時
間
が
か
か
る
ら
し
く
、
し
ば
ら
く
休
憩
。
と
は
い
っ
て
も
夏
の

炎
天
下
は
暑
く
、
建
物
の
中
も
大
差
な
い
。

日
影
で
し
ば
ら
く
待

っ
て
か
ら
、
い
よ
い
よ
ラ
ン
ク
ル
に
７
人
乗
り
＆
後

ろ
に
つ
か
ま
り
立
ち
で
８
人
で
悪
路
を
い
く
。
ダ
ー
ト
で
山
道
、
そ
の
上
、

下

っ
て
く
る
車
が
結
構

多
く
、
行
き
違
い
の
度
に
、
心
臓
が
ど
き
ど
き
。
運
転
手
の
ハ
ク
さ
ん
は

楽
し
げ
に
ナ
ン
ガ

コ
ー
ス
タ
ー
は
楽
し
い
か
い
？
て
な
感
じ
で
、
で
も
的

確
に
ハ
ン
ド
ル
を
き
る
。
よ
う
や
く
少
し
楽
に
な
る
と
ム
ジ
ク
と
い
っ
て

パ
キ
ス
タ
ン
音
楽
の
テ
ー
プ
を
か
け
て
く
れ
た
。
後
ろ
に
立

っ
て
い
た
ガ

イ
ド
の
ク
レ
シ
ー
ド
さ
ん
は
前
の
車
が
ス
タ
ッ
ク
し
て
押
し
て
あ
げ
た
の

で
、
そ
の
ま
ま
そ
の
車
に
乗

っ
て
い
る
。
平
和
だ
。
ハ
ラ
レ
橋
に
到
着
。

今
日
は
こ
こ
ま
で
の
短
い
行
程
。
や
っ
と
自
由
時
間
が
も
て
る
。
　

．

な
に
せ
何
も
し
な
く
て
い
い
の
で
あ
る
。
テ
ン
ト
も
張
ら
な
く
て
い
い

し
、
荷
物
も
運
ば
な
く
て
い
い
し
、
食
事
の
手
伝
い
も
し
な
く
て
い
い
。

手
持
ち
ぶ
さ
た
だ
。
私
は
栽
培
植
物
の
観
察
を
し
た
く
て
、
き
れ
い
な
段

々
畑
の
見
え
る
村
ま
で
散
歩
に
い
き
た
い
と
伝
え
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
村

か
ら
子
供
達
が
き
て
い
た
の
で
、
ク
レ
シ
ー
ド
に
話
し
て
、
ガ
イ
ド
役
を

決
め
て
も
ら
い
、
デ

ュ
ア
ム
ロ
イ
の
村
に
向
か
う
。
遠
く
か
ら
み
る
と
し

っ
か
り
し
た
道
だ
と
思
っ
た
が
、
乾
い
て
急
な
上
り
下
り
，
滑
り
そ
う
な

道
で
あ
る
。
ど
の
村
も
そ
う
で
あ
る
が
水
路
に
よ
っ
て
な
り
た
っ
て
い
る
．

よ
う
だ
。
先
に
た
っ
て
進
ん
で
い
く
と
、
内
山
さ
ん
不
調
と
い
う
こ
と
で

少
し
待

つ
。
次
に
内
山
さ
ん
が
戻
る
の
で
早
船
さ
ん
も
戻
る
と
い
う
声
が

届
く
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、
私
と
堀
江
さ
ん
は
村
見
学
に
。
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
畑
と
胡
桃
の
木
、
桑
の
大
木
、
そ
こ
に
ま
き
つ
く
葡
萄
。

木
陰
は
涼
し
げ
な
風
が
吹
き
抜
け
る
。
氷
河
の
水
を
長
い
水
路
で
引
い

て
き
て
、
生
き
て
い
る
。
ど
ん
な
暮
し
な
の
か
は
判
ら
な
か
っ
た
が
、
時

間
は
た
っ
ぶ
り
あ
り
、
食
べ
物
も
不
足
は
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
た
。

も
っ
と
こ
の
山
の
民
か
ら
教
え
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
る
と
思
う
が
、

さ
す
が
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
間
と
な
り
、
キ
ャ
ン
プ
に
戻
る
。

ガ
イ
ド
役
の
子
は
も
う
役
は
終
わ
っ
た
と
途
中
で
帰

っ
て
し
ま
っ
た
。

キ
ャ
ン
プ
に
戻
る
と
、
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
早
船
さ
ん
が
足

の
筋
を
痛
め
て
歩
け
な
い
と
い
う
。
明
日
か
ら
は
別
行
動
す
る
し
か
な
い
。

ち
ょ
う
ど
ジ
ー
プ
も
あ
る
こ
と
だ
し
、
チ
ラ
ス
で
お
と
な
し
く
し
て
い
る

か
、
何
処
か
に
ド
ラ
イ
プ
す
る
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
途
中
じ
ゃ
な
く
て

よ
か
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
最
初
の
晩
の
食
事
は
最
高
。
す
べ
て
お
い
し
く
、

安
心
す
る
。
テ
ン
ト
の
中
に
細
か
い
虫
が
い
る
よ
う
で
痒
い
。

７

月

１

７

日

６
時
過
ぎ
に
出
発
。
早
船
さ
ん
と
分
か
れ
、
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
の
ス
タ
ー

ト
。
昨
日
行

っ
た
村
を
通
り
、
な
だ
ら
か
な
道
を
辿
る
。
し
ば
ら
く
は
道

も
よ
く
、
植
物
に
気
を
と
ら
れ
な
が
ら
進
ん
で
い
っ
た
。
石
積
の
細
い
道

で
す
べ
て
手
作
業
で
直
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
帰
り
に
誰
が
直
す
の
か
と

聞
い
た
ら
、
村
の
人
達
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。
日
本
で
も
昔
は
道
普
請
と

い
え
ば
、
無
償
で
村
の
人
が
出
て
直
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
金
銭
で
は
な
い

世
の
中
が
残

っ
て
い
る
の
だ
。

や
が
て
登
り
に
な
る
。
暑
さ
に
強
い
私
は
な
ん
で
も
な
か
っ
た
が
、
み

ん
な
結
構

つ
ら
そ
う
で
あ
る
。
水
の
あ
る
場
所
で
休
む
時
は
シ
ャ
ツ
の
上

か
ら
水
を
か
け
る
。
芝
田
さ
ん
は
足
が

つ
っ
て
し
ま

っ
て
、
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
状
態
に
困
り
果
て
て
い
る
。
休
み
休
み
マ
ッ
サ
ー
ジ
し

な
が
ら
登

っ
て
い
く
が
、
塩
を
紙
め
て
み
た
ら
か
な
り
効
い
た
よ
う
だ
。

も
う
ほ
と
ん
ど
飲
み
水
が
な
く
な
り
、
そ
し
て
沢
水
は
湧
水
だ
と
教
え
て

く
れ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
躊
躇
し
た
が
、
誘
惑
に
負
け
て
、
が
ぶ
が
ぶ
と

沢
水
を
飲
ん
で
し
ま

っ
た
。
そ
こ
で
休
ん
で
い
た
ら
、
ポ
ー
タ
ー
達
は
沢

水
は
飲
ま
ず
に
、
す
ぐ
そ
ば
の
小
さ
な
泉
の
水
に
口
を
つ
け
て
飲
ん
で
い

た
。
私
達
は
間
違
い
を
冒
し
た
の
だ
ろ
う
か
？
ま
ね
し
て
、
最
後
に
泉
の
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水
を
飲
ん
で
み
た
。
冷
た
く
で
お
い
し
い
。
ゆ

・
っ
く
り
と
急
な
登
り
を
登

り
終
え
ア
ッ
パ
ル
ジ
エ
ル
の
村
に
着
く
。
大
き
な
胡
桃
の
本
が
休
み
所
。

到
着
し
た
と
た
ん
に
ク
レ
シ
ー
ド
が
胡
桃
の
実
を
差
し
だ
し
て
く
れ
た
。．

マ
ジ
シ
ャ
ン
？
そ
こ
で
お
い
し
い
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
を
飲
み
、
建
築
中
の
ホ

テ
ル
に
向
か
う
。
村
の
上
の
方
に
あ
り
展
望
が
良
い
。
夕
方
は
涼
し
く
、

汗
を
か
い
た
こ
と
を
忘
れ
る
よ
う
に
サ
ラ
ッ
と
し
て
い
る
。
こ
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
は
も
う
４
日
間
着
て
い
る
け
れ
ど
着
替
え
る
気
に
な
ら
な
い
。
ポ
ー
タ

ー
の
人
達
は
ウ
ー
ル
を
着
て
い
る
人
も
い
る
。
で
も
汗
の
匂
い
は
し
な
い
。

乾
燥
し
て
い
る
気
候
と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
。

連
れ
て
い
た
鶏
が
肉
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
毎
食
お
い

し
い
。
で
も
今
夜
は
日
本
の
ア
ル
フ
ァ
ー
米
。
こ
れ
は
い
た
だ
け
な
い
。

７

月

１

８

日

な
ん
と
な
く
ト
イ
レ
に
行
く
タ
イ
ミ
ン
グ
と
場
所
が
読
め
て
き
た
。
最

初
は
結
構
む
ず
か
し
か
っ
た
が
。
今
日
は
ベ
ー
ス
入
り
。
私
に
と
っ
て
は
、

高
所
に
突
入
。
最
初
の
予
定
で
は
、
今
日
の
日
程
は
二
日
か
け
て
い
く
筈

だ
っ
た
が
、　
一
日
で
行
く
の
だ
か
ら
、
気
を
引
き
締
め
て
い
く
。

昨
日
の
芝
田
さ
ん
の
様
子
か
ら
、
ク
レ
シ
ー
ド
が
ハ
ラ
ス

（馬
）
を
提

案
し
て
い
た
。
こ
ん
な
電
話
も
な
い
所
で
ど
う
や
っ
て
馬
を
調
達
す
る
の

か
疑
間
に
思
っ
て
い
た
が
、
道
が
平
坦
に
な
る
次
の
村
で
突
然
馬
が
現
れ

た
。
裸
馬
に
乗
っ
た
お
じ
さ
ん
が
馬
か
ら
降
り
て
に
こ
に
こ
し
て
い
る
。

自
樺
の
森
に
馬
が
現
れ
、
こ
れ
っ
て
現
実
？
と
り
あ
え
ず
試
し
て
み
れ

ば
と
芝
田
さ
ん
は
馬
に
乗
る
為
に
岩
に
登
り
、
両
側
か
ら
支
え
ら
れ
て
、

馬
上
の
人
と
な
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

残
さ
れ
た
私
達
は
、
高
所
の
影
響
も
出
始
め
、
堀
江
さ
ん
か
ら
救
心
の
粒

を
も
ら
い
、
ゆ
っ
く
り
と
、
そ
れ
で
も
花
を
見
な
が
ら
歩
い
て
い
っ
た
。

い
つ
の
ま
に
か
、
広
い
放
牧
を
し
て
い
る
村
に
は
い
る
。
こ
こ
が
最
終
の

村
コ
ト
ガ
リ
ー
。
ア
ッ
パ
ル
ジ
エ
ル
な
ど
の
村
か
ら
家
畜
を
つ
れ
て
き
て

夏
の
あ
い
だ
放
牧
し
て
い
て
、
秋
に
は
村
に
戻
り
、
畑
の
中
で
過
す
そ
う

だ
。
そ
し
て
春
家
畜
を
出
し
た
畑
に
種
を
蒔
く
。
究
極
の
循
環
農
法
で
は

な
い
か
。
美
し
い
デ
ァ
ミ
ー
ル
谷
に
た
く
さ
ん
の
動
物
が
草
を
食
み
、
マ

ー
モ
ッ
ト
の
鳴
声
が
こ
だ
ま
す
る
。
植
物
は
短
い
夏
に
い
っ
せ
い
に
花
を

つ
け
、
咲
き
乱
れ
て
い
る
。
子
供
た
ち
は
遠
く
に
離
れ
た
や
ぎ
な
ど
に
石

を
投
げ
て
追
い
返
し
て
い
る
。
時
間
が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
、
何
百
年

も
こ
う
し
た
情
景
が
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
そ
こ
に
い
る
個
体
の
命

は
終
わ
っ
て
も
次
の
命
が
同
じ
よ
う
に
情
景
の

一
部
と
成
り
代
わ
り
、
全

体
と
し
て
は
同
じ
状
態
を
続
け
る
。
何
も
か
も
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
日
本

に
い
る
と
、
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
ど
ん
な
に
重
要
な
こ
と
か
。
心

に
突
き
刺
さ
る
情
景
で
あ
っ
た
。

放
牧
地
を
過
ぎ
、
い
よ
い
よ
ベ
ー
ス
ヘ
の
登
り
に
か
か
る
。
と
に
か
く

息
を
吐
く
こ
と
と
自
分
に
い
い
き
か
せ
、
な
ん
と
か
歩
き
続
け
る
。
途
中

ま
で
隊
長
の
福
田
さ
ん
が
迎
え
に
き
て
く
だ
さ
り
、
ゆ
っ
く
り
歩
き
に
付

き
合

っ
て
く
だ
さ
る
。
内
山
さ
ん
も
不
調
の
よ
う
で
時
々
姿
が
消
え
る
。

ベ
ー
ス
の
テ
ン
ト
が
見
え
る
ケ
ル
ン
を
過
ぎ
て
か
ら
も
二
つ
く
ら
い
沢
を

渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ぜ
い
ぜ
い
し
な
が
ら
も
、
笑
顔
で
ベ
ー
ス
に

着
き
た
い
と
、
ひ
き
つ
り
笑
い
を
し
な
が
ら
歩
く
。
到
着
。
み
ん
な
が
迎

え
て
く
れ
た
。

富
士
山
で
の
高
所
ト
レ
の
効
果
が
少
し
は
あ
っ
た
の
か
、
到
着
時
は
快

調
。
お
茶
を
い
た
だ
い
た
後
、
遠
征
隊
の
行
動
食
パ
ッ
ク
作
り
な
ど
を
手

伝
い
、
少
し
は
お
役
に
立
て
た
か
な
？
と
思
う
。
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る
と
い

う
こ
と
だ

っ
か
が
、
や
は
り
焼
却
し
て
減
量
を
は
か
る
よ
う
だ
。
少
し
疑

問
。
そ
ん
な
作
業
を
し
て
い
る
と
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
隊
の
人
が
や

っ
て
き
て

少
し
話
す
。
も
う

一
人
の
メ
ン
バ
ー
が
７
０
０
０
ｍ
付
近
で
消
息
を
た
っ

た
と
の
こ
と
、
精

一
杯
生
き
て
い
る
と
い
い
で
す
ね
と
伝
え
た
。
日
本
の

方
の
物
質
的
援
助
と
気
持
に
感
謝
し
ま
す
と
言
っ
て
い
た
。

全
員
が
集
ま
っ
て
夕
食
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
隊
の
コ
ッ
ク
と
違

っ
て
、
遠

征
隊
の
コ
ツ
ク
は
お
い
し
く
な
い
と
の
こ
と
。
今
夜
の
食
事
も
お
い
し
い

が
、
私
は
そ
ろ
そ
ろ
高
所
障
害
が
で
て
き
た
よ
う
で
、
あ
ま
り
食
欲
は
な

い
。
宴
会
途
中
で
抜
け
だ
し
、
早
め
に
眠
る
。

７

月

１

９

日

寝
て
い
る
分
に
は
大
丈
夫
だ
が
、
か
な
り
ふ
ら
ふ
ら
と
し
て
い
る
。
朝

食
に
は
顔
を
出
し
た
が
、
お
茶
を
飲
ん
だ
だ
け
で
、
食
事
は
と
れ
な
い
。

寝
て
い
て
も
治
ら
な
い
と
は
判
っ
て
い
る
が
、
目
の
前
に
テ
ン
ト
が
あ
る

と
シ
ュ
ラ
フ
に
潜
り
込
ん
で
し
ま
う
。
今
日
は
氷
河
の
手
前
ま
で
行
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
準
備
を
し
て
出
発
。

ベ
ー
ス
か
ら
は
ゆ

っ
く
り
し
た
登
り
で
、
そ
ん
な
に
進
ん
で
い
な
い
と

思
う
の
だ
が
、
デ
ィ
ア
ミ
ー
ル
の
壁
が
目
の
前
に
迫
っ
て
く
る
。
氷
河
を

渡
る
手
前
が
私
達
の
到
達
点
で
そ
れ
以
上
は
行
け
な
い
。
ル
ー
ト
の
説
明

を
受
け
て
、
Ｃ
ｌ
の
場
所
を
確
認
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
ル
ー
ト
と
は

別
な
壁
が
大
き
く
雪
崩
、
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
く
る
。
で
も
デ
プ
リ
は
氷

河
を
わ
た
ら
ず
に
基
部
で
止
ま
っ
た
。
爆
風
が
く
る
か
も
と
身
構
え
て
い

た
が
そ
れ
も
な
か
っ
た
。
じ
っ
と
し
て
い
る
と
睡
魔
が
や
っ
て
き
て
ふ
っ

と
ま
ど
ろ
む
。
帰
る
よ
と
言
わ
れ
て
、
眠
っ
て
い
た
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

ベ
ー
ス
ヘ
戻
る
途
中
で
は
マ
ー
モ
ッ
ト
や
鳴
き
ウ
サ
ギ
な
ど
の
動
物
を

見
る
。
テ
ン
ト
に
戻
る
と
、
も
う
そ
の
ま
ま
シ
ュ
ラ
フ
に
潜
り
込
み
、
夕

方
ま
で
ダ
ウ
ン
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
何
度
も
飛
ん
で
き
た
よ
う
だ
。

も
う
あ
と
２
～
３
日
ゆ
っ
く
り
と
し
て
い
ら
れ
た
ら
、
こ
こ
ら
辺
を
駆

け
回
る
ほ
ど
元
気
に
な
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
な
が
ら
、
夕
方
の
ベ
ー
ス

を
見
渡
す
。
全
員
の
写
真
を
撮

っ
た
。

７

月

２

０

日

だ
い
ぶ
高
所
に
慣
れ
て
き
た
よ
う
だ
。
早
々
と
出
発
し
て
い
く
遠
征
隊

の
メ
ン
バ
ー
を
見
送
り
、
私
達
も
下
山
に
か
か
る
。
行
き
は
小
沢
さ
ん
が

い
た
け
れ
ど
、
帰
り
は
私
達
４
人
。
少
し
寂
し
い
。
も
う
荷
物
も
少
な
く

ポ
ー
タ
ー
も
数
人
。
お
花
畑
の
中
を
下

っ
て
い
く
。
や
は
り
登
り
と
違
っ

て
、
足
取
り
は
軽
い
。
行
き
で
お
茶
を
飲
ん
だ
所
で
同
じ
石
に
座

っ
て
お

茶
を
い
た
だ
く
。
イ
ブ
キ
ジ
ャ
コ
ウ
ソ
ウ
の
お
茶
だ
。
マ
ウ
ン
テ
ン
テ
ィ

ー
で
高
山
病
に
よ
い
と
の
こ
と
。
帰
り
道
は
モ
レ
ー
ン
を
渡

っ
て
行
き
と

違
う
道
を
通
る
ら
し
い
。
モ
レ
ー
ン
の
中
は
ガ
ラ
ガ
ラ
と
し
て
い
て
、
石

の
下
は
氷
が
顔
を
出
し
て
い
る
。
そ
こ
を
す
ぎ
る
と
大
き
な
木
の
あ
る
斜

面
に
入
り
、
自
樺
や
松
が
数
本
加
工
途
中
で
置
い
て
あ
る
。
こ
こ
で
あ
る

程
度
製
材
さ
れ
て
か
ら
運
ば
れ
る
ら
し
い
。
コ
ッ
ク
が
山
に
入
っ
て
美
し

い
自
樺
の
皮
を
お
土
産
に
と
つ
て
き
て
く
れ
た
。
マ
ウ
ン
テ
ン
ペ
ー
パ
ー

と
い
っ
て
い
た
。

け
っ
こ
う
急
な
下
り
で
、
ど
ん
ど
ん
下
る
。
こ
こ
の
道
は
村
の
中
を
通

ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
村
が
見
え
て
い
る
の
に
、
い
つ
の
間
に
か

遠
ざ
か
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
村
人
の
生
活
は
覗
け
な
い
。
石
積
の
家
は
遠

く
か
ら
見
る
と
、
建
物
の
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
で
も
斜
面
に
同
化
し
て

い
て
、
無
駄
の
な
い
作
り
な
の
だ
ろ
う
。

下
り
き
る
と
デ
ィ
ア
ミ
ー
ル
川
に
か
か
る
橋
を
渡
り
、
ア
ッ
パ
ル
ジ
エ

ル
の
村
に
入
る
。
行
き
と
は
違
う
道
筋
で
村
の
下
の
方
に
あ
る
、
メ
ス
ナ

ー
ス
ク
ー
ル
に
泊
る
。
山
の
急
斜
面
に
張
り
付
く
よ
う
に
あ
る
ア
ッ
パ
ル

ジ
エ
ル
の
村
は
け
っ
こ
う
大
き
く
、
入
り
組
ん
だ
水
路
が
は
り
め
ぐ
ら
さ

れ
て
い
る
。
小
さ
な
堰
を
つ
く
っ
て
は
、
水
を
流
し
た
り
、
き
っ
た
り
し

て
水
管
理
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
る
で
日
本
の
田
圃
の
よ
う
。
き
れ
い

な
水
は
別
な
流
れ
な
の
か
、
手
を
洗
い
た
い
と
い
う
と
、
水
場
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
所
に
案
内
し
て
く
れ
た
。

石
鹸
で
手
を
洗
い
何
日
も
使

っ
て
い
た
バ
ン
ダ
ナ
を
洗
う
。
子
供
た
ち
が

来
て
は
ず
か
し
そ
う
に
見
て
い
る
。　
一
緒
に
石
鹸
で
手
を
洗
う
の
を
勧
め

よ
う
か
と
も
思
っ
た
が
、
い
く
ら
石
鹸
で
も
畑
に
流
れ
込
む
か
も
し
れ
な

い
の
で
多
く
使
っ
て
は
い
け
な
い
と
、
止
め
る
。
コ
ー
ラ
ン
の
時
間
ら
し

く
、
歌
の
よ
う
な
叫
び
の
よ
う
な
声
が
響
き
渡
る
。
お
年
よ
り
が
お
祈
り

の
時
間
を
知
ら
せ
て
い
る
の
か
？
そ
れ
に
し
て
も
他
の
人
た
ち
は
祈
る
よ

う
で
も
な
い
。

メ
ス
ナ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
る
子
供
が
部
屋
に
き
て
色
々
話
し
て

い
く
。
ポ
ー
タ
ー
の
同
じ
く
ら
い
の
子
も
き
て
話
す
が
、
英
語
が
あ
ま
り

で
き
な
く
て
、
指
さ
す
だ
け
だ
。
靴
下
が
ほ
し
い
と
言

っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
と
に
か
く
予
備
の
も
の
も
持

っ
て
い
な
い
の
で
、
な
に
も
あ
げ
ら
れ

な
い
。
細
か
い
お
金
も
持

っ
て
い
な
い
の
で
、
女
の
子
が
ビ
ー
ズ
細
工
を

買
っ
て
く
れ
と
来
た
が
、
買
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
い
。
た
く
ま
し
い
子
供
た

ち
だ
。
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
学
校
だ
が
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
に
は
利
用
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
メ
ス
ナ
ー
は
ど
ん
な
風
に
思
っ
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て
い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

だ
い
ぶ
低
い
所
に
き
た
の
で
、
よ
う
や
く
食
事
が
お
い
し
く
な
っ
た
。
・

今
晩
が
最
後
の
夜
に
な
る
。
ク
レ
シ
ー
ド
が
食
事
の
後
に
キ
ャ
ン
プ
フ
ア

イ
ヤ
ー
を
や
る
か
と
聞
い
て
き
た
が
、
私
達
は
さ
す
が
に
早
く
寝
る
と
言

う
。
夜
遅
く
ま
で
ポ
ー
タ
ー
達
は
み
ん
な
で
話
し
て
い
た
よ
う
だ
。

７

月

２

１

日

い
よ
い
よ
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
最
終
日
。
畑
を
見
な
が
ら
、
ク
レ
シ
ー
ド
の

説
明
を
受
け
る
。
ア
ッ
パ
ル
ジ
エ
ル
の
村
を
過
ぎ
橋
を
渡
る
と
ダ
ウ
ン
ジ

エ
ル
。
そ
こ
で
水
車
を
利
用
し
た
石
臼
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
ト
ウ
モ
ロ

ヨ
シ
が
投
入
さ
れ
て
粉
に
な
っ
て
出
て
く
る
。
日
本
に
も
あ
っ
た
は
ず
だ

が
、
も
う
ほ
と
ん
ど
観
光
用
に
し
か
作
ら
れ
て
い
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
い
方
に
も
昔
の
人
の
知
恵
の
す
ば
ら
し
さ
を
教
え
ら
れ
る
。

こ
の
ダ
ウ
ン
ジ
エ
ル
か
ら
は
道
が
険
し
く
な
る
。
そ
れ
で
も
行
き
に
較

べ
れ
ば
、
ず
っ
と
楽
で
、
右
側
に
落
ち
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
。

は
る
か
下
に
デ
ィ
ア
ミ
ー
ル
川
が
濁
流
と
な
っ
て
い
る
。
ま
る
で
黒
部
の

下
の
廊
下
の
よ
う
な
感
じ
で
、
少
し
緊
張
し
な
が
ら
歩
く
。
風
が
気
持
ち

良
く
、
時
々
後
ろ
を
振
り
返
り
な
が
ら
白
い
ナ
ン
ガ
の
山
塊
に
別
れ
を
告

げ
る
。
植
生
も
変
わ
リ
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
か
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
よ
う
な
も
の
が

斜
面
い
っ
ば
い
に
生
え
て
い
る
。
時
々
ち
ぎ

っ
て
香
り
を
楽
し
む
。
眺
め

を
楽
し
み
な
が
ら
進
む
と
道
が
大
分
よ
く
な
り
、
い
よ
い
よ
デ

ュ
ア
ム
ロ

イ
の
村
の
入
り
口
に
さ
し
か
か
る
。

大
き
な
胡
桃
の
本
の
下
に
マ
ッ
ト
が
し
か
れ
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
よ
う

だ
。
木
陰
は
涼
し
く
、
ポ
ー
タ
ー
も
コ
ツ
ク
も
く
つ
ろ
い
で
い
る
。
水
路

の
茶
色
の
水
に
粉
末
ジ

ュ
ー
ス
を
入
れ
て
回
し
の
み
。
ま
あ
、
私
達
も
沢

水
が
泥
っ
ぽ
い
こ
と
が
あ
る
け
ど
飲
ん
じ
や
う
も
の
、
同
じ
ね
。
ヌ
ー
ド

ル
ス
ー
プ
が
最
後
の
ラ
ン
チ
だ
つ
た
が
、
た
ま
に
食
べ
る
ラ
ー
メ
ン
は
お

い
し
か
っ
た
。
ゆ
で
卵
に
ゆ
で
山
羊
。
こ
れ
が
ま
た
お
い
し
い
。
塩
も
お

い
し
い
。
こ
ん
な
に
食
べ
物
が
お
い
し
い
と
帰
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
と

思
う
。
あ
と
２
～
３
週
間
こ
こ
に
い
た
い
な
と
思
う
の
は
私
だ
け
の
よ
う

だ
が
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
が
終
り
、
全
員
で
記
念
写
真
を
と
り
出
発
。
デ

ュ

ア
ム
ロ
イ
の
村
を
抜
け
、
川
沿
い
の
道
を
進
め
ば
、
ま
も
な
く
ハ
ラ
レ
橋
、

ト
レ
ツ
キ
ン
グ
終
了
。
ポ
ー
タ
ー
に
や
さ
し
い
ク
レ
シ
ー
ド
が
時
間
を
か

け
て
支
払
い
を
し
て
い
る
。
そ
れ
を
待
っ
て
、
ラ
ン
ク
ル
に
乗
り
込
む
。

ジ
ー
プ
３
台
も
つ
ら
ね
て
ブ
ナ
ー
ル
ヘ
ナ
ン
ガ
コ
ー
ス
タ
ー
の
道
を
い
く
。

対
向
車
が
な
く
て
よ
か
っ
た
。
ハ
ク
さ
ん
の
ガ
タ
ガ
タ
の
テ
ー
プ
デ

ツ
キ

か
ら
流
る
パ
キ
ス
タ
ン
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
広
い
畑
に
出
る
と
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
も
よ
う
や
く
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
な
と
少
し
寂
し
く
思
っ
た
。

た
く
さ
ん
の
親
切
に
よ
っ
て
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が

で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
。

予
定
通
り
の
フ
ラ
イ
ト
で
帰
宅
し
、
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
写
真
を
見
な

が
ら
記
録
を
書
こ
う
か
な
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
突
然
メ
ー
ル
が
飛
び
込

ん
で
き
た
、
小
澤
隊
員
行
方
不
明
。
し
ば
ら
く
何
も
で
き
ず
に
、
生
き
て

い
て
下
さ
い
と
祈
る
ば
か
り
。　
一
週
間
が
過
ぎ
、
と
う
と
う
捜
索
が
終
了

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
回
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
も
大
変
お
世
話
に
な
り
、

話
す
時
間
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
様
々
な
こ
と
を
話
し
た
。
次
は
、

Ｋ
２
を
目
指
し
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
に
。
ご
家
族
、
遠
峰
の

方
々
の
お
悲
し
み
を
思
う
と
、
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
で

一
杯
で
す
。

デ
ィ
ア
ミ
ー
ル
氷
河
に
眠
る
小
澤
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。BCか らナシカ

゛
ハ
゜
ルゞ ット
・
全景

トレッキンク
・
隊 全員で 夕食を囲んで :左 芝田隊員。右 小澤副登山隊長
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関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
　
山
岳
競
技
会
．

平
成
十
八
年
七
月
二
十
二
日
～
二
十
三
日
副
審
判
長
　
土
屋
正
昭

今
年
は
、
栃
木
県
日
光
市
を
会
場
と
し
て
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

こ
の
時
期
だ
か
ら
、
当
然
猛
暑
の
中
で
の
大
会
を
予
想
し
て
い
た
。
し
か

し
、
自
然
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
、
梅
雨
明
け
が
遅
れ
、
気
象
条
件
的

に
は
暑
い
と
は
言
っ
て
も
曇
り
で
、
ま
ず
ま
ず
の
中
で
二
日
間
の
開
催
が

出
来
ま
し
た
。
初
日
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
は
、
今
市
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
行
わ
れ
、
少
年
女
子
、
成
年
女
子
、
少
年
男
子
が
そ

れ
ぞ
れ
二
位
、　
一
位
、　
一
位
で
完
登
者
二
人
を
出
し
実
力
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
、
翌
日
の
縦
走
に
埼
玉
県
関
係
者
の
誰
も
が
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま

し
た
。
ち
な
み
に
グ
レ
ー
ド
は
、
少
女
が
に
”
、
成
女
鑢
σ
、
少
男
馬
Ｑ

だ
と
言
う
セ
ツ
タ
ー
の
立
木
さ
ん

（柴
田
さ
ん
が
チ
ー
フ
ル
ー
ト
セ
ツ
タ

ー
）
の
話
し
で
す
。

二
日
目
の
縦
走
競
技
は
、
日
光
市
立
東
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
午
前
八
時

五
〇
分
に
少
女
、
成
女
、
少
男
の

一
斉
ス
タ
ー
ト
で
、
鳴
虫
山
山
頂
の
ゴ

ー
ル
ま
で
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
標
高
差
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を

一
気
に

駆
け
登
る
過
酷
な
も
の
で
す
。

我
が
埼
玉
県
チ
ー
ム
は
、
前
日
に
体
力
を
使
い
過
ぎ
た
の
か
？
縦
走
技

で
は
、
あ
ま
り
成
績
は
振
る
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
激
戦
の
結
果
は
、
少
女

六
位
、
成
女
六
位
、
少
男
七
位
で
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
合
わ
せ
た
総
合
順

位
も
、
少
女
三
位
、
成
女
三
位
、
少
男
四
位
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
全
種

別
で
の
本
大
会
出
場
の
夢
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
を
三
位
通
過

（今
年
は
枠
が

一
つ
多
い
た
め
）
し
た
少
女

と
、
予
選
な
し
で
本
選
出
場
が
可
能
な
成
男
に
は
精

一
杯
練
習
し
、
決
勝

に
向
け
大
い
に
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。

大
会
を
終
え
て
、
自
分
自
身
の
反
省
と
感
想
で
す
が
、
県
外
役
員
と
し

て
、
ジ
ャ
ツ
ジ
が
担
当
任
務
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
私
に
は
埼

玉
県
内
の
大
会
し
か
携
わ
っ
た
経
験
が
無
く
、
関
プ
ロ

一
連
の
流
れ
を
掴

む
こ
と
が
中
々
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
役
員
受
付
終
了
後
、
総
務
員

・
審

判
員
会
議
か
ら
始
ま
り
監
督
会
議
、
開
始
通
告
、
競
技
、
終
了
通
告
等
々

…
特
に

一
般
の
競
技
会
と
違
っ
て
、
関
プ

ロ
特
有
の
各
会
場
の
チ
エ
ッ
ク

や
、
種
別
得
点
、
個
人
得
点
、
総
合
順
位
等
は
採
点
の
優
先
順
序
が
複
雑

怪
奇
で
、
何
か
の
機
会
に
研
修
し
な
い
と
い
け
な
い
。
と
、
自
身
の
勉
強

不
足
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
と
も
あ
れ
、
貴
重
な
経
験
が
、
ま
た
ひ
と

つ
出
来
ま
し
た
。

ご
協
力
頂
い
た
関
係
各
位
に
感
謝
し
、
来
年
は
埼
玉
県
が
会
場
地

（加

須
市
と
小
鹿
野
町
）
で
す
。

皆
様
の
協
力
方
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【関
東
プ

ロ
ッ
ク
大
会
の
結
果
】

通
過
都
県

（少
年
女
子
）

‥
千
葉
県

。
東
京
都

・
埼
玉
県

通
過
都
県

（成
年
女
子
）

‥
千
葉
県

・
神
奈
川
県

通
過
都
県

（少
年
男
子
）

‥
群
馬
県

。
栃
木
県

「縦走 !。 一斉スター トの瞬間」

「熱戦のクライミング競技」
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【
イ

ン
ド

ヒ

マ
ラ
ヤ
ト

レ

ッ
キ

ン
グ
報
告
】

奥
武
蔵
ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー
ゲ
ル

〈
ム
　
長
　
　
新
　
井
　
宏
　
司

２
０
０
６
年
８
月
２
２
日
Ｊ
Ａ
Ｌ
４
７
１
便
に
て
デ
リ
ー
ま
で
、
８
時

間
３
０
分
の
フ
ラ
イ
ト
、
デ
リ
ー
空
港

へ
は
、
当
会
の
宮
沢
さ
ん

（某
社

の
デ
リ
ー
駐
在
員
）
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
隊
員
は
、
男
１
０

。
女
９

・

計
１
９
名
、
観
光
ガ
イ
ド
ー
名
の
計
２
０
名
と
運
転
手
と
助
手
、
翌
日
は

早
朝
に
出
発
し
、
デ
リ
ー
か
ら
登
山
基
地
に
な
る
マ
ナ
ー
リ
標
高
２

・
２

０
０
ｍ
ま
で
は
約
７
０
０
ｋ
の
バ
ス
移
動
と
な
り
映
り
変
わ
る
景
色
を
楽

し
み
な
が
ら
１
９
時
間
を
か
け
マ
ナ
ー
リ
の
基
地
と
な
る
風
来
坊
山
荘

ヘ

は
、
２
０
時
頃
着
い
た
。

こ
こ
マ
ナ
ー
リ
か
ら
は
移
動
手
段
は
ジ
ー
プ
に
変
わ
り
、
カ
シ
ミ
ー
ル

地
方

へ
続
く
軍
用
道
路
と
聞
い
た
が
、
道
路
は

一
辺
し
て
悪
路
に
な
り
非

常
に
険
し
い
山
岳
地
帯
に
は
い
る
、
今
日
か
ら
は
高
度
順
化
の
た
め
数
日

の
予
定
を
組
む
、
ロ
ー
タ
ン
パ
ス
峠
標
高
４
，
０
０
０
ｍ
今
日
は
霧
の
中
、

峠
に
は
チ
ベ
ツ
ト
族
が
旅
の
安
全
を
お
祈
り
す
る
タ
ル
チ
ョ
が
風
に
揺
れ

て
だ
、
南
側
の
斜
面
は

一
面
の
お
花
畑
で
高
山
植
物
の
宝
庫
と
か
、
私
達

一
行
を
出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
咲
く
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー
、
噂
で

は
聞
い
て
い
た
が
、
美
し
さ
に

一
同
感
激
す
る
。

他
に
は
日
本
名
で
の
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
，
ト
リ
カ
プ
ト
，
タ
カ
ネ
ウ
ス

ユ
キ
ソ
ウ
，
イ
ワ
ツ
メ
ク
サ
，
ホ
タ
ル
サ
イ
コ
，
ウ
サ
ギ
ギ
ク
，
等
数
多

く
み
ら
れ
て
こ
れ
ら
は
イ
ン
ド
，
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
特
産
種
で
あ
る
と
、
聞
き

ま
し
た
。

昨
日
は
霧
の
峠
で
あ
っ
た
が
今
日
は
ロ
ー
タ
ン
パ
ス
を
越
え
る
時
は
快

晴
で
、
主
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

一
部
ピ
ル
バ
ン
ジ
ヤ
ー
ル
山
脈
の
、
６
，
０
０

０
ｍ
峰
が
美
し
く
映
し
出
さ
れ
景
色
は

一
辺
し
、
乾
燥
地
帯
に
な
り
潅
木

が
無
く
眼
下
に
は
チ
ヤ
ン
ド
ラ
川
の
流
れ
と
羊
の
放
牧
が
見
事
な
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
で
あ
っ
た
、
峠
を

一
旦
下
リ
チ
ャ
ン
ド
ラ
川
の
畔
り
約
３
，
７
０

０
ｍ
付
近
の
プ
テ
イ
ー

・
ル
ー
ニ
ー
に
て
幕
営
を
す
る
、
こ
こ
は
チ
ベ
ッ

ト
族
の
放
牧
地
で
草
原
が
広
が
り
牧
歌
的
な
雰
囲
気
の
中
で
の

一
夜
で
あ

っ
た
。
ク
ン
ズ
ム
ラ
峠
　
４
，
５
５
ｌ
ｍ
を

一
旦
下
っ
て
今
日
の
最
高
到
達

地
点
、
４
，
７
６
０
ｍ
も
無
事
通
過
し
て
チ
ャ
ン
ド
ラ
タ
ー
ル
、
標
高
２

２
０
０
ｍ
月
の
湖
こ
の
湖
は
５
，
５
６
０
ｍ
の
無
名
峰
よ
り
流
れ
出
る
氷

河
が

一
旦
堰
止
め
ら
れ
て
伏
流
水
と
な
り
湧
き
出
た
水
の
湖
で
天
然
の
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
キ
ャ
ン
プ
地
に
着
い
た
。

今
日
は
リ
ン
グ
タ
ン
グ
ア
ス
マ
、
５
，
５
５
ｌ
ｍ
へ
の
ア
タ
ッ
ク
で
あ
る

（女
性
は
ガ
イ
ド
と
キ
ャ
ン
プ
地
付
近
の
散
策
と
決
め
た
）
約
４
，
６
０

０
ｍ
～
４
，
８
０
０
ｍ
付
近
に
て
化
石
の
大
発
見
で
あ
っ
た
数
億
年
前
イ

ン
ド
大
陸
が
隆
起
し
て
出
来
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
化
石
は
大
小
の
二
枚
貝
か
多

く
持
ち
帰
り
記
念
し
た
他
に
は
砂
岩
に
含
ま
れ
て
い
る
黄
鉄
鉱
？
の
入
っ

た
石
も
あ
っ
た
。
日
没
の
た
め
最
高
到
達
地
点
、
５
，
０
０
０

ｍ
を
あ
と

に
下
山
キ
ャ
ン
プ
地
に
戻
っ
た
、
最
後
の
夜
空
は
薄
曇
り
、
し
か
し
予
定

ど
う
り
に
山
行
に
出
来
た
こ
と
に
満
足
す
る
。
デ
リ
ー
に
戻
リ
イ
ン
ド
が

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
、
ア
グ
ラ
城

・
タ
ー
ジ
マ
ハ
ル
他
２
ケ
所

を
見
学
し
、
９
月
１
日
に
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。

※
編
集
注

平
成
１
８
年
８
月
２
２
日
～
９
月
１
日
に
か
け
て
、
計
画

さ
れ
た
奥
武
蔵
ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー
ゲ
ル
の
山
行
報
告
。

ロータンドス 4,000m付近よりM7峰 6,279mを 望む

主ヒマラヤの一部 ヒ
゜
lplゞ ンシ
・
ャール山脈 4,760m付近にて ロータンハ

゜
スにて 筆者
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【埼
玉
県
山
岳
連
盟
　
平
成
１
８
年
９
月
理
事
会
報
告
】

９
月
１
２
日

（火
）
午
後
７
時
３
０
分
～
　
　
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー

ー

・
挨
　
拶

（田
中
会
長
）
ナ
ン
ガ
隊
の
事
故
に
つ
い
て
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

２

・
報

告

（１
）
秩
父
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
‥
８
／
　
秩
父
市
主
催

（２
）
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
大
会

‥
８
／

門
間
　
希
美

（不
動
岡
高
校
）
優
勝

３

・
協
　
議

（１
）
埼
玉
２
０
０
６
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
登
山
隊
報
告
と
対
策
に
つ
い
て

。
天
野
登
攀
隊
長
が
挨
拶
の
後
、
報
告
、
質
疑
応
答

。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

「埼
玉
２
０
０
６
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト

登
山
隊
事
故
対
策
委
員
会
」
が
行
う
。

・
９
月
１
２
日
、
本
日
、
死
亡
証
明
書

（遭
難
死
亡
）
が
市
役
所
で
正

式
に
受
理
さ
れ
た
。

（２
）
奥
武
蔵
リ
レ
ー
清
掃
登
山
に
つ
い
て
（山
口
自
然
保
護
委
員
長
欠
席
）

。
本
年
度
は
、
期
間
を
決
め
て
の
同

一
行
動
等
の
活
動
は
し
な
い
。

。
実
施
し
た
会
が
あ
れ
ば
、
自
然
保
護
委
員
会
に
報
告
し
て
下
さ
い
。

・
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
十
分
検
討
し
た
い
。

・
個
別
で
実
施
し
た
場
合
の
法
律
的
問
題
↓

「ゴ
ミ
は
拾
っ
た
と
こ
ろ

で
処
理
す
る
」
の
が
原
則
。
自
治
体
の
協
力
が
必
要
。

（３
）
平
成
１
９
年
度
関
東
プ
ロ
ッ
ク
大
会
埼
玉
大
会
の
計
画
に
つ
い
て

（長
谷
川
国
体
委
員
長
）

。
期
日
，
場
所
　
平
成
１
９
年
７
月
２
８
日

（土
）
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
加

須
市
民
体
育
館
↓
宿
泊

‥
小
鹿
野
町
２
９
日

（日
）
縦
走

・
小
鹿
野

町
観
音
山

①
役
割
分
担
等
↓
次
の
理
事
会
で

「氏
名
を
あ
げ
て
提
案
す
る
」。事
前

に
役
員
の
す
り
合
わ
せ
。

②
関
東
地
区
競
技
部
研
修
会
の
開
催

（埼
玉
岳
連
の
主
管
）
期
日
等
に

つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
持
つ
。

・
輸
送
は
、
個
人
。
集
計
ソ
フ
ト
手
配
（調
整
）
。
故
知
年
は
、
通
過
県

の
発
表
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

ｏ
９
月
２
０
日
小
鹿
野
町
へ
挨
拶

（田
中

。
村
岡

。
長
谷
川
）

（４
）
会
員
証
の
発
行
に
つ
い
て

（加
藤
事
務
局
）

。
登
録
関
係
書
類
の
集
約
が
遅
れ
、
発
注
に
至
ら
な
い
。
今
月
中
に
発

注
す
る
。

・
現
在
　
　
団
体
，
　

名
の
協
力
あ
り
。

◆

一
覧
表
を
見
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（５
）
そ
の
他

①
県
体
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て

‥
１
２
月
１
７
目

（日
）
加
須
市
民
体

育
館

。
次
回
正
式
に
提
案
。
今
年
は
、
た
く
さ
ん
の
人

（１
０
０
人
目
標
）
が

参
加
で
き
る
大
会
に
し
た
い
。

・
予
選
は
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
。
決
勝
は
オ
ン
サ
イ
ト
。

②
奥
秩
父
納
牌
式
１
１
月
１
１
日

（土
）
１
７

；
０
０
～
甲
武
信
岳

（１

０
人
程
度
参
加
）
↓
恵
流
峰
会
　
逸
見
照
三
氏

へ
連
絡
。

（６
）
各
部
か
ら
の
報
告
等

①
指
導
委
員
会

（野
村
委
員
長
）

ｏ
９
月

ｏ
２
３

・
２
４
日
。
京
都
、
日
山
協

。
登
攀
研
修
会

一
般
参
加

‥
小
茂
田
氏
、

（講
師

‥
野
村
）

。
準
指
導
員
制
度
廃
止
に
伴
う
後
処
理
に
つ
い
て
↓
自
分
の
会
に
所
属
し

て
い
る
場
合
は
、
該
当
者
に
連
絡
を
取
っ
て
欲
し
い
。

↓
野
村
委
員
長
に
直
接
連
絡
を
取

っ
て
貰
う
。
連
絡
無
き
場
合
は
、
指
導

員
総
会
↓
委
員
会
を
開
い
て
決
め
る
。
秋
に
実
施
。

②
国
体
委
員
会

（長
谷
川
委
員
長
）

。
第
６
１
回
国
民
体
育
大
会
　
兵
庫
大
会
９
月
３
０
日

（土
）
～
１
０

月
３
日

（火
）

神
戸
市

。
選
手
登
録
の
確
認
。

・
１
９
年
度
県
大
会

（国
体
選
手
選
考
会
を
兼
ね
る
）

「ク
ラ
イ
ミ
ン

グ

６̈
月
、
縦
走

；
４
月
下
旬
。

③
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
会

（大
倉
委
員
長
）
　
　
　
　
　
‘

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会

（県
体
）
１
２
月
１
７
日

（日
）

④
選
手
強
化
委
員
会

（小
茂
田
委
員
長
）

第
６
１
回
国
民
体
育
大
会
　
兵
庫
大
会
９
月
３
０
日

（土
）
～
１
０
月

３
日

（火
）
神
戸
市

成
年
男
子
／
監
督

‥
佐
藤
　
豊
（Ｍ
Ａ
Ｓ

・
ア
ル
テ
リ
ア
）※
永
井
氏
↓

本
橋
和
之
氏

選
手

‥
早
田
俊
幸
（本
田
技
研
）、
永
井
順
明
（本
田
技
研
）、
島
村
太
郎

（Ｍ
Ａ
Ｓ
）

少
年
女
子
／
監
督

‥
大
倉
　
至
（高
体
連

・
庄
む

選
手

‥
中
村
　
光
（鴻
巣
）、
門
間
希
美
（不
動
岡
）、
落
合
保
奈
美
（庄
む

ス
タ
ツ
フ
‥
小
茂
田
強
化
委
員
長
／
森
下
健
七
郎
副
会
長
／
村
岡
正
己

理
事
長

⑤
遭
難
対
策
委
員
会

（瀬
藤
委
員
長
）

ｏ
ｌ
２
月
８

・
９
日
、
冬
山
レ
ス
キ

ュ
ー
講
習
会
　
日
帰
り
２
日
間
、

ク
ラ
ス
分
け
を
し
て
実
施
す
る
。

↓
参
加
者
に
田
中
会
長
よ
り
参
加
賞

（２
０
０
７
年
カ
レ
ン
ダ
ー
）
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
。
↓
次
回
要
項
の
配
布
、
募
集
開
始
。

⑦
海
外
登
山
委
員
会

（塩
谷
委
員
長
）

。
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
隊
員
挨
拶

（天
野

・
鳥

・
石
橋
）

。
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
隊
挨
拶

（松
本
さ
ん
よ
り
）

③
ジ

ュ
ニ
ア
委
員
会
　
◆
小
澤
さ
ん
の
代
わ
り
に
、
高
体
連
よ
り
推
薦
し

て
ほ
し
い
。

⑨
広
報
委
員
会

（岩
井
田
委
員
長
）

※
広
報
発
行
１
０
月
末
発
行
　
内
容

（加
須
カ
ツ
プ
／
関
東
プ
ロ
ッ
ク

大
会
／
Ｊ
Ｏ
Ｃ
門
間
　
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

⑩
企
画
委
員
会

（村
岡
委
員
長
）

。
ジ
ヤ
バ
ン
カ
ツ
プ

（１
２
月
２
３

・
２
４
日
）
の
開
催

（開
催
の
方

向
で
進
行
中

・
岳
連
の
負
担
無
し
）

⑥
事
務
局

（加
藤
）

各
種
応
募

①
平
成
１
８
年
度
山
岳
遭
難
救
助
研
修
会
文
科
省

‥
１
１
月
１
日
～
５
日

文
科
省
登
山
研
修
所
他
９
月
２
５
日
締
切

②
弥
山
開
創
１
２
０
０
年
記
念
弥
山
ハ
イ
キ
ン
グ
及
び
広
島
県
登
山
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

１
１
０
月
２
７

・
２
８
日
　
広
島
県
　
会
費

‥
６
０
０
０
円

次
回

‥
１
０
月
１
７
日
、
１
２
月
１
２
日

・
常
任
理
事
会

‥
１
１
月
１
４
日
　
理
事
会

県
体
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
　
　
‥
１
２
月
１
７
日
（日
）加
須
市
民
体
育
館

冬
山
レ
ス
キ

ュ
ー
講
習
会

‥
１
２
月
８

ｏ
９
日
　
伊
奈
・県
活
動
セ
ン
タ
ー

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ヤ
バ
ン
カ
ツ
プ

‥
１
２
月
２
３

・
２
４
日
　
加
須
市
民

体
育
館
　
（日
山
協
主
じ

第
８
回
関
東
地
区
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会

‥
１
１
月
１
２
日

（日
）

千
葉
県
※
参
加
希
望
者
は
，
大
倉
委
員
長

へ
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。
（選

手
強
化
委
員
会
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
会
で
調
整
し
ま
こ

雲
取
山
清
掃
登
山

‥
１
０
月
１
４
日
（日
）
１
２
時
雲
取
山
現
地
集
合
　
（環

境
省
主
催
）
　

　

　

　

・

奥
秩
父
納
牌
式

‥
１
１
月
１
１
日

（土
）
１
７
時
～
甲
武
信
岳
↓
秩
父

恵
流
線
会

‥
逸
見
照
三
氏

へ
連
絡

編
集
後
記

ナ
ン
ガ
パ
ル
パ
ッ
ド
隊
は
、
非
常
に
残
念
な
結
果
と
な
り
、
関
係
者
の

苦
慮
が
偲
ば
れ
る
。
出
発
前
に
県
岳
連

・
海
外
委
員
会
の
総
会
で
顔
を
あ

わ
せ
、
深
夜
ま
で
海
外
遠
征
に
つ
い
て
色
々
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
、
小

澤
副
隊
長
の
あ
の
笑
顔
が
見
ら
れ
な
い
の
が
非
常
に
さ
び
し
い
。
個
人
的

に
も
浦
和
市
岳
連
当
時
よ
り
遭
難
対
策
委
員
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

り
、
ご

一
緒
に
活
動
し
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
非
常
に
残
念
に
思
う
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

広
報
委
員
会
　
岩
井
田
　
正
昭

合
Ｌ
く
餞
Ｑ
“
０
日
無
諄
耐
ａ
ｇ
ｂ
①
」も
》


